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動
画
の
無
断
投
稿

　

昼
休
み
に
公
園
の
ベ
ン
チ
で

一
人
、お
弁
当
を
食
べ
て
い
た
と

こ
ろ
、知
ら
な
い
男
性
が
や
っ
て

き
て
、突
然
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
脱
ぎ

タ
ン
ク
ト
ッ
プ
姿
で「
パ
ワ
ー
」と

大
声
で
叫
び
ま
し
た
。び
っ
く
り
し
て
慌
て
て
そ
の

場
を
去
り
ま
し
た
が
、後
日
、知
人
か
ら
の
連
絡
で
、

上
記
の
人
物
が
私
の
驚
い
て
い
る
様
子（
動
画
）を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。再

生
数
も
多
く
気
味
が
悪
い
で
す
。ど
う
対
応
す
れ
ば

良
い
で
し
ょ
う
か
。　

人
は
、み
だ
り
に
自
己
の

容
貌
等
を
撮
影
さ
れ
な
い

人
格
的
利
益
、自
己
の
容
貌

等
を
撮
影
さ
れ
た
写
真
を

み
だ
り
に
公
表
さ
れ
な
い

人
格
的
利
益
を
有
し
ま
す
。
但
し
、人
の
容

貌
等
の
撮
影
が
正
当
な
取
材
行
為
等
と
し

て
許
容
さ
れ
る
べ
き
場
合
も
あ
る
の
で
、あ

る
人
の
容
貌
等
を
そ
の
承
諾
な
く
撮
影
す

る
こ
と
が
違
法
か
否
か
は
、被
撮
影
者
の
社

会
的
地
位
や
活
動
内
容
、撮
影
場
所
、撮
影

目
的
、撮
影
態
様
、撮
影
の
必
要
性
等
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
、被
撮
影
者
の
人
格
的
利

益
の
侵
害
が
社
会
生
活
上
受
任
限
度
を
超

え
る
か
否
か
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。受
任
限
度
を
超
え
て
違
法
に
撮
影
さ
れ

た
写
真
は
、そ
の
公
表
も
、被
撮
影
者
の
人

格
的
利
益
を
侵
害
す
る
違
法
な
も
の
と
な

り
ま
す（
最
判
平
成
17
年
11
月
10
日
）。動
画

に
つ
い
て
も
同
様
と
解
さ
れ
ま
す
。

　

本
件
は
、特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、撮

影
の
必
要
性
が
あ
る
と
は
考
え
難
く
、撮
影

目
的
も
撮
影
態
様
も
適
切
穏
当
と
は
言
い

難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
掲
載
動
画
の
状
況

（
被
撮
影
者
が
相
談
者
で
あ
る
こ
と
が
特
定

で
き
る
か
否
か
等
）に
よ
っ
て
は
相
談
者
の

人
格
的
利
益
が
社
会
生
活
上
受
任
限
度
を

超
え
て
侵
害
さ
れ
る
違
法
な
撮
影
・
公
表

（
掲
載
）と
も
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、こ
の
動
画
を
削
除
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
除
依
頼（
サ

イ
ト
内
の
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
る
方
法
、書

面
送
付
に
よ
る
方
法
）を
行
な
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
法
務
局
に
相
談
す
れ
ば
、法
務
局

が
当
該
投
稿
に
違
法
性
あ
り
と
判
断
し
た

場
合
に
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
削
除
要
請
を
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。但
し
、こ

れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
任
意
の
削
除
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
、強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
任
意
に
削
除
に
応
じ
な

い
場
合
に
は
、裁
判
所
に
削
除
を
求
め
る
仮

処
分
申
立
て
を
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
裁

判
所
が
削
除
の
仮
処
分
決
定
を
す
れ
ば
、そ

の
後
の
訴
訟
で
も
削
除
を
命
じ
る
判
決
と

な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、仮
処
分
の
段
階

で
削
除
に
応
じ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
多
い
で

す
が
、仮
処
分
決
定
後
も
削
除
し
な
い
場
合

は
訴
訟
提
起
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
投
稿
者（
発
信
者
）に
損
害
賠
償

請
求
等
を
行
な
う
場
合
に
は
投
稿
者
の
特

定
を
要
し
ま
す
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
任
意
に
発

信
者
情
報（
住
所
、氏
名
等
）を
開
示
す
る
こ

と
は
、ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、プ
ロ
バ
イ
ダ

等
に
発
信
者
情
報
開
示
の
仮
処
分
申
立
て

を
行
な
い
ま
す
。
仮
処
分
決
定
が
な
さ
れ
れ

ば
、プ
ロ
バ
イ
ダ
が
開
示
に
応
じ
る
こ
と
が

多
い
の
は
削
除
と
同
様
で
す
。発
信
者
情
報

が
開
示
さ
れ
て
、損
害
賠
償
の
請
求
先
が
特

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医学博士　村木  宏要 先生

過
敏
性
腸
症
候
群（
Ｉ
Ｂ
Ｓ
）と
い
う
病
気
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

腸
に
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、慢
性
的
に
下
痢
や
便
秘
、腹

痛
な
ど
の
症
状
が
数
ヵ
月
続
き
、日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
も
あ
り
ま

す
。比
較
的
20
〜
30
代
の
若
い
世
代
に

多
く
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

年
齢
を
問
わ
ず
発
症
す
る
病
気
で
す
。

☆
Ｉ
Ｂ
Ｓ
の
薬
物
療
法
と
生
活
習
慣
の
改
善

過
敏
性
腸
症
候
群（
Ｉ
Ｂ
Ｓ
）は
、腹

痛
や
不
快
感
を
伴
う
腸
の
機
能
障
害
で

す
。そ
の
治
療
法
は
、個
々
の
症
状
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
治
療
法
が
あ

り
ま
す
が
、大
き
く
分
け
て
薬
物
療
法

と
生
活
習
慣
の
改
善
と
言
え
ま
す
。中

で
も
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
症

状
を
緩
和
で
き
ま
す
。

⑴
生
活
習
慣
の
改
善
が
非
常
に
重
要
で

す
。

　
食
事
で
は
、脂
肪
や
刺
激
物
、ア
ル

コ
ー
ル
を
控
え
、繊
維
質
を
多
く
摂

取
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。ま

た
、食
事
の
記
録
を
つ
け
る
こ
と
で
、

ど
の
食
材
が
自
分
の
症
状
を
悪
化
さ

せ
る
か
を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑵
適
度
な
運
動
や
ス
ト
レ
ス
管
理
も
症

状
の
改
善
に
寄
与
し
ま
す
。ヨ
ガ
や

瞑
想
な
ど
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ

り
、腸
の
健
康
を
促
進
し
ま
す
。

最
終
的
に
は
、個
々
の
症
状
に
応
じ

た
治
療
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
、

医
師
と
相
談
し
な
が
ら
、自
分
自
身
に

合
っ
た
対
策
を
見
つ
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

☆
過
敏
性
腸
症
候
群
の
薬
物
療
法

薬
物
療
法
は
、腸
の
動
き
を
調
整
す

る
薬
や
、症
状
を
和
ら
げ
る
た
め
に
鎮

痛
剤
が
処
方
さ
れ
ま
す
。処
方
さ
れ
る

薬
は
、腸
の
動
き
を
調
節
す
る
蠕
動
運

動
改
善
薬
、整
腸
剤
お
よ
び
便
の
形
を

整
え
る
薬
剤
な
ど
で
す
。

①
蠕
動
運
動
改
善
薬
は
、そ
の
名
の
通

り
腸
の
蠕
動
運
動
を
調
節
し
ま
す
の

で
、下
痢
で
腸
の
動
き
が
活
発
な
場

合
は
抑
え
る
方
向
に
、便
秘
で
腸
の

動
き
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
動
か

す
方
向
に
作
用
し
ま
す
。

②
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
や
乳
酸
菌
を
含
む
整

腸
剤
は
、腸
内
環
境
を
整
え
て
く
れ

ま
す
。整
腸
剤
の
持
続
的
な
内
服
に

よ
り
善
玉
菌
を
増
や
す
こ
と
で
お
腹

の
環
境
を
改
善
し
ま
す
。

③
便
の
形
を
整
え
る
薬
剤
は
、薬
剤
そ

の
も
の
が
腸
の
中
で
水
分
を
吸
収
、

膨
潤
す
る
こ
と
で
ゲ
ル
状
に
変
化
し
、

腸
内
の
蠕
動
運
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
し

て
内
容
物
の
排
泄
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
、水
分
過
多
と
な
っ
た
下
痢
を
抑

え
た
り
、腸
内
環
境
の
不
調
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
薬
で
す
。

☆
自
分
の
食
事
に
つ
い
て
注
意
す
る
こ
と

食
事
は
過
剰
に
摂
ら
ず
、ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
摂
る
べ
き
で
す
。

①
腹
部
膨
隆
と
鼓
腸
の
増
強
が
み
ら
れ

る
患
者
で
は
、豆
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
発

酵
性
炭
水
化
物
を
含
む
食
品
を
減
量

ま
た
は
除
去
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

②
自
然
食
品
お
よ
び
加
工
食
品（
例
、リ

ン
ゴ
お
よ
び
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
・
バ

ナ
ナ
・
ナ
ッ
ツ
・
レ
ー
ズ
ン
）の
構

成
成
分
で
あ
る
甘
味
料（
例
、ソ
ル
ビ

ト
ー
ル
・
マ
ン
ニ
ト
ー
ル
・
フ
ル
ク

ト
ー
ス
）の
摂
取
を
減
ら
す
こ
と
で
、

鼓
腸
・
腹
部
膨
満
お
よ
び
下
痢
が
軽

減
し
ま
す
。

③
乳
糖
不
耐
症
の
患
者
は
、牛
乳
お
よ

び
乳
製
品
の
摂
取
を
減
ら
す
と
よ
い

で
し
ょ
う
。低
脂
肪
食
に
よ
り
食
後

の
腹
部
症
状
が
軽
減
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。高
脂
肪
な
食
事
を
控
え
、

食
物
繊
維
を
適
度
に
摂
取
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

参
考
ま
で
に
最
新
の
Ｉ
Ｂ
Ｓ
治
療
薬
一
覧

　

商
品
名
　
　

効
用
分
類  

コ
ロ
ネ
ル
過
敏
性
腸
症
候
群
の
便
通  

ポ
リ
フ
ル
異
常（
下
痢
・
便
秘
）お
よ

び
消
化
器
症
状

セ
レ
キ
ノ
ン
過
敏
性
腸
症
候
群                         

イ
リ
ボ
ー
下
痢
型
過
敏
性
腸
症
候
群

リ
ン
ゼ
ス
便
秘
型
過
敏
性
腸
症
候
群

養子の代襲相続について 税
務
相
談

税
理
士

吉
田
博
一
先
生

こ
こ
の
と
こ
ろ
、税
制
改
正
に
関
連
し
た
話
題

が
続
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、今
回
は
少
し
趣
向

を
変
え
て
、「
養
子
縁
組
を
し
た
相
続
人
の
代

襲
相
続
に
つ
い
て
」お
話
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。ま

ず
は
左
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

養子の代襲相続について 

 

 ここのところ、税制改正に関連した話題が続いておりましたので、今回は少

し趣向を変えて、「養子縁組をした相続人の代襲相続について」お話してみよ

うと思います。 

 まずは下の図をご覧ください。 

 

         被相続人Ａ       配偶者Ｂ 

         令和 5年死亡 

 

                養子Ｃ               配偶者 

            平成 25 年養子縁組 

               以前死亡 

 

 

                養養子子のの長長男男ＸＸ   養養子子のの次次男男ＹＹ 

                平成 23 年生    平成 28 年生 

 

  

ご存じの方も多いと思いますが、子が親より先に死亡していた場合、親の死

亡による相続権は先に死亡した子の子（孫）に引き継がれることとなります

（代襲相続）。 

 しかしながら、被相続人よりも先に死亡した子が被相続人の養子であった場

合には大きな問題が生じることがあります。 

 上図の場合で言えば、養子の長男Ｙは代襲相続権を持ちますが、養子の長男

Ｘには代襲相続権がありません。 

その理由は、ＸはＡとＣが養子縁組をしたときに既に出生しているため、Ａ

の直系卑属にならないからです（Ｘは傍系卑属となります）。 

 養子縁組後に出生したＹは被相続人の直系卑属であり、代襲相続人となりま

す。 

 民法を学んだ人なら誰でもそのように教えられてきたと思います。 

 この件について、令和 6年 11 月 12 日 最高裁判決で改めて判決が下されま

した。判決主文は「「原原判判決決をを破破棄棄すするる」」です。 

 ということは、下級審において「養子の長男Ｘに対して代襲相続権を有す

る」旨の判決があったということになります。 

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、子
が
親

よ
り
先
に
死
亡
し
て
い
た
場
合
、親
の
死
亡
に
よ

る
相
続
権
は
先
に
死
亡
し
た
子
の
子（
孫
）に
引

き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す（
代
襲
相
続
）。

し
か
し
な
が
ら
、被
相
続
人
よ
り
も
先
に
死

亡
し
た
子
が
被
相
続
人
の
養
子
で
あ
っ
た
場
合

に
は
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。右

図
の
場
合
で
言
え
ば
、養
子
の
次
男
Ｙ
は
代

襲
相
続
権
を
持
ち
ま
す
が
、養
子
の
長
男
Ｘ
に

は
代
襲
相
続
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
、Ｘ
は
Ａ
と
Ｃ
が
養
子
縁
組
を
し

た
と
き
に
既
に
出
生
し
て
い
る
た
め
、Ａ
の
直
系

卑
属
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す（
Ｘ
は
傍
系
卑
属
と

な
り
ま
す
）。

養
子
縁
組
後
に
出
生
し
た
Ｙ
は
被
相
続
人

の
直
系
卑
属
で
あ
り
、代
襲
相
続
人
と
な
り
ま

す
。民

法
を
学
ん
だ
人
な
ら
誰
で
も
そ
の
よ
う
に

教
え
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、令
和
6
年
11
月
12
日
最
高

裁
判
決
で
改
め
て
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。判

決
主
文
は「
原
判
決
を
破
棄
す
る
」で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、下
級
審
に
お
い
て「
養
子
の
長

男
Ｘ
に
対
し
て
代
襲
相
続
権
を
有
す
る
」旨
の

判
決
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

いっ
た
い
ど
の
よ
う
な
理
由
で
養
子
縁
組
前
に

出
生
し
て
い
た
子
に
代
襲
相
続
権
が
あ
る
と
さ

れ
た
の
か
、少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。

原
審
で
は
、民
法
８
８
９
条
で
規
定
す
る
代

襲
相
続
権
を
有
し
な
い
者
と
し
て「
被
相
続
人

の
直
系
卑
属
で
な
い
者
」を「
被
相
続
人
の
傍
系

卑
属
で
な
い
者
」と
読
み
替
え
る
の
が
相
当
で
あ

り
、養
子
の
長
男
Ｘ
は
被
相
続
人
の
傍
系
卑
属

で
あ
る
か
ら
代
襲
相
続
権
を
有
す
る
、と
い
う

判
断
を
下
し
た
よ
う
で
す
。

過
去
判
例
を
重
視
す
る
裁
判
所
に
お
い
て
、

昭
和
7
年
か
ら
示
さ
れ
て
き
た
代
襲
相
続
に

関
す
る
判
例
を
覆
す
判
断
が
示
さ
れ
た
こ
と

（
最
終
的
に
は
最
高
裁
で
破
棄
さ
れ
た
訳
で
す

が
・
・
・
）、こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

判
決
全
文
は
と
て
も
書
き
き
れ
ま
せ
ん
が
、

興
味
の
あ
る
方
は
調
べ
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

1929年
(昭和4年)

・
映
画「
大
学
は
出
た
け
れ
ど
」大
ヒ
ッ
ト

・
米
国
株
価
暴
落
に
よ
る
世
界
恐
慌

1941年
(昭和16年)

・
マ
レ
ー
半
島
・
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
、

　

太
平
洋
戦
争
開
戦

・
当
時
世
界
最
大･

最
強
と
謳
わ
れ
た

　

戦
艦
大
和
が
竣
工

1953年
(昭和28年)

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
本
放
送
を
開
始

・
衆
議
院「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
」

・
英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世
女
王
の
戴
冠
式　

1965年
(昭和40年)

・
い
ざ
な
ぎ
景
気

・
人
類
初
の
宇
宙
遊
泳

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
独
立

・
野
村
克
也
が
戦
後
初
の
打
撃
三
冠
王

1977年
(昭和52年)

・
ダ
ッ
カ
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

・
王
貞
治
が
通
算
本
塁
打
７
５
６
本
を
達
成
、

　

世
界
新
記
録
、国
民
栄
誉
賞
第
一
号
授
与
さ
れ
る

・
日
本
初
の
静
止
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
打
上

1989年
(昭和64年･平成元年)

・
昭
和
天
皇
崩
御
、平
成
に
改
元

・
消
費
税
3
％
導
入
開
始

・
任
天
堂
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
発
売

・
歌
謡
界
の
女
王
、美
空
ひ
ば
り
逝
去

・
ド
イ
ツ「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」崩
壊

2001年
(平成13年)

・
Ｕ
Ｓ
Ｊ
開
園

・
附
属
池
田
小
事
件

・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
開
園

・
9
・
11
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

・
愛
子
内
親
王
が
ご
誕
生

2013年
(平成25年)

・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動

・
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

・
田
中
将
大
投
手
が
開
幕
か
ら
16
連
勝
の
新
記
録

・
２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
東
京
開
催
決
定

・
消
費
税
率
8
％
へ
の
引
き
上
げ
が
決
定

巳
年
の
で
き
ご
と

巳
年
の
で
き
ご
と
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